



























































































































 b ビュー ティeauty の語源は、古代フランス語の




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































治の乱で義朝が敗けると、母 三人の子どもを救うため 自首。清盛に命ごいを た 清盛は常盤の美貌をみて嘆願をうけ入れた。のち彼女は清盛 子 女子） うんだ。
建礼門院（一一五五～一二一三）……






















































































































































































































































































































































































































































































































































くて、化粧（メーキャップ） ・服装（ドレス） ・装身具（アクセサリー）などとも密接に関係し、これらが一体となって 性美を構築している。































女性はやがて髪をコイル状にし、はち巻でゆわくようになった。よくはやっ 髪形は、長い毛を巻き毛にし、リボンを用い、うしろにたらしたものである。また髪 まん中でわけ、いくつものうねり（ウェーブ） 頭の両わきにこし える った。
ギリシャの古代都市には、市場がたつ広場があり、その周辺には商店や理髪店もあった。
また大衆浴場や体育館もあって、オリーブ油や軟こう、香料などを体にぬ ギリシャの女性は、化粧をした。白鉛を用いそれを皮膚にすり込んだ。また口紅、油、おしろいを使用した。






























でくくった。十三世紀すえまで、髪は人目にふれないように 、ベールかあごひもでおおわれた。編んだ毛髪は、両耳にかぶさるように、頭の両側に巻きつけた。十四世紀、髪はふつう頭のまん中 分けられ、編み毛がはやった。十五世紀、通常女性は結婚まえは、髪を長いたれ毛とし、結婚してからは をかくした。しかし、むき出し 髪型をこのむ女性も多かった。
十六世紀、既婚女性はたいてい髪をかくしていた。むき出しにするときは、髪を頭のまん中
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